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発⾏︓全⽇本⻘少年育成アドバ
イザー連合会

編集︓広報委員会

令和5年度全日本青少年育成アドバイザー連合会の総会と
研究集会が、令和5年6月10日(土)〜6月11日(日)にかけて、
香川県丸亀市の「ボートレースまるがめ会議室ROKU」にお
いて開催されました。総会では、会長挨拶で始まり、令和4
年度事業報告(案)と決算(案)、令和5年度事業計画(案)と予
算(案)が、原案通り可決承認されました。また、役員改選も
あり、本年度より会長に香川勝氏、事務局長に清水成眞氏
が選任されました。。来年は岩手県で開催されます。

多くのご来賓をお迎えしました。ありがとうございました。

香川県知事
青少年育成香川県民会議会長
池田 豊人 様

丸亀市長

松永 恭二 様

丸亀市教育委員会教育長
末澤 康彦 様
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香川県健康福祉部子ども政策推進局
子ども政策課 副主幹 熊野真美様の基調提言の様子



活
動
事
例
発
表

香川勝会長挨拶

香川県知事

池田豊人様

丸亀市長
松永恭二様

来賓・講師 (左から)
丸亀市長 松永恭二様
丸亀市教育委員会教育長 松澤康彦様
講師 熊野真美様
講師 小柳晴生様



「香川県の青少年行政の取り組みについて」

提言者 香川県健康福祉部子ども政策推進局

子ども政策課 副主幹 熊野真美 様
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「発達障害(しょうがい)という謎」

講師 元香川大学教育学部教授

小柳 晴生 様

(おやなぎ はるお さま)

記 念 講 演

＜ 講師プロフィール＞

氏 名：小柳 晴生 （おやなぎ はるお）

現 職：フリー（元香川大学教育学部教授、保健管理センター所長、放送大学

客員教授）

略 歴：１９５０年石川県生まれ。金沢大学卒業、広島大学大学院修士課程修

了、広島大学及び香川大学の保健管理センターで、２０数年間学生相談カウン

セラーをつとめる。２００１年より香川大学教育学部に移りカウンセリングな

どの講義を担当。

４０歳半ばを過ぎた頃から、カウンセラーをしていながら忙しさで自分を省

みる余裕さえない生活に疑問を感じるようになり、２００５年に５５才で香川

大学を退職。瀬戸内海が眺められる山中で、「半隠居生活」に挑戦して１８年

になる。

２００６年、日本人間性心理学会 学会賞を受賞。

著 書：三歳までの子どものこころ相談室 木立の文庫（２０２２）

大人が立ちどまらなければ ＮＨＫ生活人新書 （２００５）

  ひきこもる小さな哲学者たちへ ＮＨＫ生活人新書 （２００２）
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表彰者の皆さん
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素晴らしいご講演をいただきました。ありがとうございま
した。今後のご活躍を心からお祈りいたします。

会 ⻑ 表 彰
令和5年度、会長表彰が、総会に先立ち発表されました。
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自己開示を通して、心の交流
と自立への道程を・・・」

演者︓プレイバッカーズ

プレイバックシアターは、ニューヨークで生まれた台本なしの即
興劇です。 1975年にジョナサン・フォックスの手により誕生しま
した。ルーツをたどってみると、驚くことに文字を持つ文明より
も、もっと古い時代にさかのぼります。

では、当時、人々にとってこの即興劇の持つ意味はどれほどのも
のだったでしょうか？

それは、文字の力をおぎなう分も含めて、人々の生活の中であら
ゆる場面に登場してきたようです。

たとえば、宗教的儀式であったり、情報交換、エンターテイメン
ト、また、教育もこの即興劇を通じて行われています。さらに、
人々の周りに起こる喜びや感動を分かち合ったり、悲しみや困難
を慰めあったり、あるいは戦いに向けて士気を高めたりするなど、
実にさまざまな役割を担ってきました。

台本があるなしに関わらず、現代演劇のルーツは古代の即興劇の
営みにありますが、共通して言えるのは、そこに人が集い、アク
ターも観客もその場を共有するすべての人たちが劇に参加し、
作っているということです。 決して一方的ではなく、 全員の参
加によって成り立っているのです。 中でも即興劇は、他 のどの
劇と比べてみても、観客の持つエネルギーが舞台に反映されます。 
皆様のエネルギーを原動力に進んでいきます。実にダイナミック
な演劇なのです。



令和元年度から4年の間、全日本青少年育成アドバイザー連合会会
長を務めさせて頂きました。

5年度の香川 勝会長に引き継ぐことが出来ましたのも皆様方のご
協力とご支援のお陰と改めて感謝申し申し上げます。

会長職の内3年間は新型コロナウイルス感染症禍下でした。各県
アド会とも役員会や行事など規模を縮小してでも全日本アド連活
動を停滞させなかったこと（各県アド会）に対し敬服致しており
ます。

峠テル⼦ 前会⻑

⾹川 勝 新会⻑

今回の総会で退任された峠テル⼦前会⻑と
新しく就任された⾹川 勝新会⻑にご挨拶をいただきました。

会長の香川県の香川勝です。

昨年生まれた子どもの数が80万人を下回り、過去最少となりました。さ
らに、時代の変化とともに、国では法律改正により「こどもまんなか社会
の実現」を目指し「こども家庭庁」が発足し、青少年の権利を保障するこ
とが社会全体で必要となりました。青少年は次代の担い手です。同時に青
少年期は人格の基礎を形成する大切な時期です。現在、少子高齢化、情報
化、国際化等の社会の変化と社会的自立の遅れや非行等青少年をめぐる今
日的課題は深刻です。そこで子育てにおける家庭の役割の重要性を踏まえ
つつ、青少年の育成にかかる基本理念と施策の方向性を明確に示し、青少
年が自立した個人としてひとしく健やかに成長することのできる社会の実
現を目指します。全日本青少年育成アドバイザー連合会は、幅広い分野に
わたる青少年育成施策を総合的かつ効果的に推進するため、活動を推進し
ます。

最近、新型コロナの5類移行に伴い通常のアド会活動を実践できることを、とても有難く感じています。

外出自粛のこの任期中、全国アド連の各県に依頼して「実態調査2021」を実施しその結果をクロ
ス集計とセットで2022年に各県へ郵送致しました。「自分の県の活動の実態だけでなく他の県の活動
内容が分かりそれによって、自分の県では出来ないと諦めていた活動も出来そう！」との複数のお声
を頂きました。
実態紙上調査の結果を受けて、更に現場のお声を聴収してお互いに理解できることも多くあるので

はと感じました。今後、私は各県を訪問し、コロナ禍下で停滞していたアド連活動の活性化のために
顧問として微力を尽くしたいと思っています。各県の会長様、どうぞお声掛けして下さい。

私は足掛け約40年青少年健全育成活動に携わって参りました。その経験から、青少年育成活動とと
もに、胎児から3才頃までの乳幼児期にかけて、精一杯の愛情のこもった対応が、子どもを育む親の最
大の務めだと痛感しました。
令和5年度の総会が四国の丸亀市で開催され、その時の「香川大学元教授 小柳晴生先生の講演内容

に深く共鳴し早速、小柳先生の御指導の下に紙芝居『お母さん、もっと私の心の声を聞いて』を作成
しました。訪問の折には、「実態調査2021」と、この紙芝居も持参致しますのでどうぞ宜しくお願い
致します。

国会ではLGBT法案が可決されました。多様な社会を実現し、ますます深刻になる青少年問題を解決していくた
めに、会員一同と共に邁進していく覚悟です。今こそ、我々アドバイザーが結束し青少年問題の解決に当たっ
ていきたいと思います。

結びに、当アドバイザー連合会では、青少年問題のエキスパートを養成する講座を開設しています。是非、ご
参加下さい。
今後の、皆様のご健康・ご活躍を心からお祈りし、ご挨拶といたします。ありがとうございました。


